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2024年度 採択案件

事業名 Web3事業活用勉強会及び活用事例報告会事業

助成先 一般社団法人 HiroshimaWeb3協会

具現化する提言・方策 Web3.0に触れる場・コミュニティの構築

提言元の調査
2023年度調査 「『新しい資本主義』を見据えたWeb3.0、
ブロックチェーンによる地域課題解決事例調査」

資料提供：一般社団法人広島Web3協会
https://hweb3.or.jp/

技術がつなぐ未来と地方の可能性
『Tech To The Future 2025』
2025/1/21-22（広島）

新しいテクノロジーによる、
地方創生の形と企業への応用

「地方創生×Web3の最前線
―新たな未来を創る無料セミナー」』

2025/1/28（長門）

Web3勉強会・活用事例報告会への参画・開催

https://hweb3.or.jp/


【目的】
様々な地域課題・ビジネス課題の解決を目指し、地域等の
課題とそれを解決できる者をマッチングし、課題解決を支
援する。

【取組み方法】
年に4回程度、地域課題、ビジネス課題を募集し、解決方法
を持っている「テックサポーター」「サポーター」とのマッチン
グの場を提供する。また、これと並行して、定期的にセミ
ナーやイベントを行い、知識のインプット及びビジネスマッ
チング、コミュニティ形成を支援する。

✓中国地域内の自治体・民間企業・学生などの多種多様な人材を対象に、アイデアソン・ミニハッカソン
を開催した。参加者のほとんどがWeb3.0に関する知識がない状態での参加であるにも関わらず、多くの
アイデアが創出された。

✓アイデアソン・ミニハッカソンを通じて、Web3.0を体験し実際に活用について考える機会の場を設ける
ことで、Web3.0に関する情報を体得し、Web3.0に取り組みやすい意識の醸成を図ることができた。

『新しい資本主義』を見据えたWeb3.0、ブロックチェーンによる地域課題解決事例調査
 【提言抜粋】 〔2023年度調査〕
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出所：中国経産局HP

➢ Web3.0に触れる場・コミュニティの構築

✓Web3.0に関する情報の収集や知識獲得には、アイデアソン・ミニハッカソンのような、Web3.0に触れ
る場・コミュニティの構築が有効。

✓なお、中国地域では、中国経産局主催の「デジタルアメーバ」など、取組みが開始されている

※参考「デジタルアメーバ」

採択事業が具現化した提案

https://www.chugoku.meti.go.jp/r5fy/topic/seiiyo/231117.html
https://www.chugoku.meti.go.jp/r5fy/topic/seiiyo/231117.html
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